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【 目 的 】 知 的 障 害 者 に お い て も 高 齢 化 は 新 た な 課 題 と な っ て お り 、
本 研 究 で は 、 障 害 者 の 口 腔 内 状 況 と 歯 科 保 健 行 動 に 関 す る 調 査 を 行
い 、 加 齢 に 伴 う 口 腔 内 の 変 化 を 把 握 す る と と も に 、 歯 科 受 診 行 動 に
関 与 す る 因 子 を 検 討 し て 、 高 齢 障 害 者 の 歯 科 支 援 ニ ー ズ を 明 ら か に
す る こ と で あ る 。  
【 方 法 】 同 意 が 得 ら れ た 3 1 事 業 所 を 利 用 す る 障 害 者 7 8 0 名 に お い て
歯 科 健 診 結 果 と 質 問 調 査 の す べ て に 有 効 回 答 が あ っ た 4 7 7 名 の デ ー
タ を 解 析 対 象 と し た 。 デ ー タ は 年 代 別 に 集 計 し 、 歯 科 受 診 の 有 無 に
よ り 、 要 因 ご と に 分 布 が 異 な る の か を 検 討 し た 。 さ ら に 、 ど の 要 因
が 定 期 的 歯 科 受 診 行 動 と 関 連 が あ る の か を 多 変 量 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回
帰 分 析 に よ り 解 析 し た 。  
【 結 果 】 対 象 者 4 7 7 名 の 平 均 年 齢 は 3 7 . 0 ± 1 8 . 2 歳 で あ り 、 1 2 5 名
（ 2 6 . 2 % ） が 定 期 的 歯 科 受 診 を し て い た 。 口 腔 内 状 況 は 、 障 害 の な い
同 年 代 の 者 と 比 較 し て 、 現 在 歯 数 が 少 な く 、 未 処 置 歯 お よ び 4 ㎜ 以
上 の 歯 周 ポ ケ ッ ト を 有 す る 者 の 割 合 が 高 か っ た 。 単 変 量 解 析 に よ り 、
定 期 的 歯 科 受 診 者 と 非 定 期 的 歯 科 受 診 者 間 で 、「 年 齢 」「 障 害 種 別 」「 施
設 種 別 」「 未 処 置 歯 数 」「 未 処 置 歯 の 有 無 」「 プ ラ ー ク 付 着 の 程 度 」「 歯
石 付 着 の 程 度 」「 4 m m 以 上 の 歯 周 ポ ケ ッ ト の 有 無 」「 歯 肉 出 血 の 有 無 」
「 ブ リ ッ ジ 装 着 の 有 無 」「 介 助 磨 き の 有 無 」「 歯 科 受 診 時 の 付 き 添 い
者 の 有 無 」 の 1 ２ 項 目 に お い て 有 意 差 を 認 め た 。  
上 記 1 2 項 目 を 説 明 変 数 、 定 期 的 歯 科 受 診 の 有 無 を 目 的 変 数 に し 、
ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 を 実 施 し 、「 歯 科 受 診 時 に 付 き 添 い 者 が 必
要 」「 歯 磨 き 時 の 介 助 が あ る 」「 そ の 他 の 障 害 が あ る 」「 未 処 置 歯 が あ
る 」「 歯 石 沈 着 が 1 / 3 以 下 」 の 5 項 目 が 定 期 的 歯 科 受 診 と 有 意 に 関 連
す る 項 目 と し て 抽 出 さ れ 、中 で も「 歯 科 受 診 に 付 き 添 い 者 が 必 要 」（ オ
ッ ズ 比 1 1 . 6 4 ） が 、 最 も 重 要 な 決 定 要 因 で あ っ た 。  
【 考 察 】 障 害 者 に お い て 、 口 腔 機 能 の 維 持 に 重 要 な 定 期 的 な 歯 科 受
診 を す る た め に は 個 々 の 状 況 に 適 し た 歯 科 受 診 の た め の 介 護 者 の 確
保 、 介 護 者 の 口 腔 保 健 へ の 理 解 を 得 る こ と が 重 要 で あ る 。 そ の た め
に は 、 歯 科 受 診 の 予 約 お よ び 通 院 時 の 介 護 や 移 動 に 関 わ る サ ー ビ ス
の マ ネ ー ジ メ ン ト を 一 元 的 に 行 え る 行 政 主 導 の シ ス テ ム 構 築 が 必 要
で あ る 。 そ の シ ス テ ム に よ り 、 口 腔 の 加 齢 現 象 が 顕 在 化 す る 4 0 代 以
前 に 家 族 以 外 の 介 護 者 を 普 遍 的 に 存 在 さ せ 、 対 象 者 自 身 が 高 齢 に な
る ま で 定 期 的 歯 科 受 診 が 切 れ 目 な く 継 続 可 能 と な る 。 結 果 、 本 研 究
で 浮 き 彫 り と な っ た 障 害 者 の 口 腔 機 能 の 早 期 喪 失 を 防 止 し 、 障 害 者
の Q O L を 歯 科 的 見 地 か ら 向 上 さ せ る こ と が 実 現 で き る と 思 わ れ る 。  
【 結 論 】 障 害 者 の 年 齢 に 関 わ ら ず 、 口 腔 保 健 に 関 す る 知 識 ・ 技 能 ・
態 度 を も つ 介 護 者 を 確 保 、 通 院 し や す い 環 境 の 整 備 及 び 障 害 者 個 々
の 状 況 に 合 わ せ た 支 援 を 継 続 す る こ と が 、 高 齢 障 害 者 の 口 腔 の 健 康
の た め に 重 要 で あ る 。  
 
